
栽培中断園地における果樹の早期復旧に向けた実証研究 

ナシのジョイント V字樹形の導入による早期成園化技術 

ジョイント V字樹形とは 

● 主枝高を従来よりも下げた新しい

ジョイント樹形です。従来 180cm 程

度の主枝高を 70～80cm の高さとし、

そこから側枝を斜立させて、仰角

60°の架線に誘引することでＶ字の

樹冠を構成する樹形です。 

早期成園化技術の実証 
● 定植２年目から収穫（目標１ｔ/10a）を目標に研究に取り組み、「甘太」２年生苗定植区

では、10a 換算収量で 1.1ｔを達成し、早期成園化を実証しました。 

 

ジョイント V字樹形の有利性 
● 改植 3 年目より所得が得られ、10 年目の累積キャッシュフローでも 65 万円ほど高くな

るので、早期成園化と収益改善が期待できます。 

 

 

 

 

 

 

「甘太」1 年生苗区の着果状況 
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果樹早期復旧コンソーシアム 



栽培中断園地における果樹の早期復旧に向けた実証研究 

水稲育苗ハウスと盛土式根圏制御栽培法を利用した 
ブドウの早期成園化技術 

水稲育苗ハウスを利用したブドウの盛土式根圏制御栽培 

●苗木の間隔は、2.3ｍ程度で植え付

けます。遮根シートで地面と隔離した

盛土に苗木を植え付けるので、かん水

装置が必要です。また、主枝を支える

ための直管パイプと結果枝を結束する

ための簡易な棚施設が必要です。 

 

早期成園化技術の実証 

●現地実証ほ場の「ＢＫシードレス」では、２年生苗定植２年目の収量が 10ａ換算収量で

1,080kg を達成し、早期成園化を実証しました。 

 

盛土式根圏制御栽培の有利性 

●地植えに比べて導入費用が 15 万円ほど高くなりますが、初収穫を１年、樹形完成を２年

早められるため、累積キャシュフローの黒字化の時期を早めることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

ブドウのハウス１棟当たりの経営指標の予測値 
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